道　路　工　事　施　工　承　認　申　請　書
第　　　　　号

令和　　年　　月　　日

道路管理者
　福井市長　西行　茂　殿

住所　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　
道路法第２４条の規定により、道路工事施工承認を申請します。

	施工目的
	

	施工場所
	路線名
	
	歩道・車道・その他（　　　　　）

	
	場所
	福井市

	工事概要
	工事種別
	施工数量

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	工事の期間
	令和　　年　　月　　日から

令和　　年　　月　　日まで
	日間
	

	施工方法
	直営・請負
	

	
	施工業者   住　所
	

	
	業者名
	

	
	担当者
	

	
	連絡先
	

	添付書類
	位置図、現況図、計画図、構造図、交通規制図、工事仕様書、公図（写）、求積表、誓約書、同意書、現況写真、その他（　　　　　　　　　　　）

	備考


	


	工事期間
	許可年月日・番号
	工事竣工検査

	令和　　年　　月　　日
	福井市指令監第　　　　号
	令和　　年　　月　　日

	令和　　年　　月　　日
	令和　　年　　月　　日
	（合・否）

	上記申請について、別紙条件を附して承認してよろしいか伺います。

	課長
	副課長
	課長補佐
	課員
	係
	

	
	
	
	
	
	監理課

	
	
	
	
	
	道路課

	
	
	
	
	
	


記載要領

１　申請者が法人である場合には、「住所」の欄には主たる事務所の所在地、「氏名」の欄には、名称及び代表者の氏名を記載すること。「担当者」の欄に所属・氏名を記載すること。

２　「工事概要」の欄には、「工事種別」として歩道切下げ、植樹帯移設等の工事の内容を、「施工数量」として延長、面積等の施工規模を記入すること。

３　「場所」の欄には、地番まで記載すること。施工箇所が２以上の地番にわたる場合には、起点と終点を記載すること。「車道・歩道・その他」については、該当するものを○で囲むこと。

４　「工事の期間」の欄には、工事実施から完了までの期間を記載すること。仮移設等を含む場合は復旧までの期間を含めて記載すること。

５　「施工方法」欄の施工業者については、未定の場合にはその旨記載すること。また、その時には工事着手までに報告すること。

６　「添付書類」の欄には、添付した書類に○を付し、その他必要な書類を添付した場合には、その書類名を（　）内に記載すること。

　　・位置図は1/50,000程度の平面図を、現況図・計画図はそれぞれ現況及び完成後の平面図（1/1,000程度）及び縦横断面図を指し、誓約書とは施工後に施工箇所を道路管理者に引き継ぐ旨を約した書面を指し、同意書とは水路管理者、隣地所有者等の関係者の同意を証する書面を指す。

７　その他必要な事項については、「備考」欄に記載する。（例）概算工事費、道路の現況、道路区域の変更の有無等

道　路　工　事　施　工　承　認　書
住所　                         　　 
氏名　　　　　　　　　　　　　

TEL　              　　　　　　　
	施工目的
	

	施工場所
	路線名
	
	歩道・車道・その他（　　　　　）

	
	場所
	

	工事概要
	工事種別
	施工数量

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	工事の期間
	令和　  年　 月　  日から

令和　  年　 月　  日まで
	内 日間
	

	施工方法
	直営・請負
	

	
	施工業者   住　所
	

	
	業者名
	

	
	担当者
	

	
	連絡先
	

	道路工事施工承認について　　　　　　　　　　　　　　　監　第　　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

申　請　者　殿

道路管理者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井市長　西 行　茂
　別紙条件を付して、上記のとおり承認する。



	この道路工事施工承認について不服があるときは、行政不服審査法の定めるところにより、この承認書を受け取った日の翌日から起算して3ヶ月以内に福井市長に審査請求することができる。


一般条件
	1.
	申請内容及び以下に掲げる条件に違反し、承認を取り消された時は、道路を原形に回復すること。

	2.
	工事着手前に道路交通法第77条第1項の規定による所轄警察署長の許可を受けること。

	3.
	承認を受けた工事期間に着手できない特別の事情があるとき又は完成する見込がないときは、あらかじめ道路管理者に届け出て必要な指示を受けること。

	4.
	道路工事承認（指令書及び道路使用許可）書は道路管理者の指示に従い常時提示できるようにしておくこと。

	5.
	工事により道路構造物等を損傷したときは、速やかに道路管理者に届出、その指示を受けて、申請者の負担により完全に復旧すること。

	6.
	工事により第三者に損害を与えたときは、申請者の負担において損害を賠償する等の処置をすること。

	7.
	工事の実施にあたっては、危険防止のため必要な措置を講じ、一般交通に支障を与えないよう特に注意するとともに、路面を汚損しないこと。

	8.
	工事完成後官民境界杭を市職員の立会を受けて設置すること。

	9.
	工事施工にあたっては、工事材料等を施工区域外の歩車道に置かないようにするとともに、掘削土砂等は道路に堆積することなく、速やかに搬出すること。また、工事完了後、残土、残材料等があるときは、これを速やかに道路敷外に搬出し、付近を清浄にし、道路管理上及び交通上支障のないようにすること。

	10.
	工事が完了したときは、道路管理者に施工前・中・後の写真を添付した完了届を速やかに届出、検査を受け、新設した工作物等を市に引継ぎすること。

	11.
	検査の結果、手直し改造等を命じられたときは、これに従い申請者の負担で施工し、再検査を受けること。

	12.
	工事による発生品は道路管理者の指示により、指示する場所に搬入すること。

	13.
	道路管理者が引継後2ヵ年以内に出願工事に係る工作物の瑕疵を発見した場合、または工作物が破損した場合（第三者の故意又は過失による場合を除く）は、道路管理者の指示により申請者の負担で補修しなければならない。

ただし、自動車乗入のための歩道等の改築工事については前項の規定に拘らず道路管理者の指示により出願者の負担においてその後の補修をしなければならないことがある。

	14.
	工事に伴って移植した街路樹が、移植後１年以内に枯死した場合には補償すること。


